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32期新役員決定！５
月
例
会
開
催
！

　平成18年5月25日（木） 18時
30分より「ホテルサンルート米
子」において、みらいづくり委員
会とビジョン検討委員会の合同担
当による『平成17年度第2回新入
会員オリエンテーション』が行わ
れた。本年度下半期に入会した会
員と上半期に参加出来なかった会員を対象とした恒例の研修会である。み
らいづくり委員会の門脇委員長より今回の趣旨説明があり、続いて福田副
会長より「中央会の基本的心得」、武海会長の挨拶の後、岩㟢会員より組織
構成と参加意義「会が自己の研鑽の場と成るか否かは己の考え方と行動次
第である」、北口会員より「中央会の歴史」と題して生立ちとアイデンティ
ティー、会や委員会としての活動とその内容紹介等のお話を次々と話され
た。夏山監事より「互いの個性を潰しあうのではなく伸ばし合う事」「息子
から『大きくなったら中央会に入りたい』と言われて嬉しく感じた」と講評
を頂き、オリエンテーションも前半を終了。その後、別室へ移動し懇親会

の開催となったが、その場でも中
本直前会長、桶村副会長、釜田県
出向監事から、それぞれの経験・体
験談や会に対する姿勢をご披露頂
き、新入会員達は楽しい時間を共
有した。

（記事・長谷川）

中央会の意義を知る！
〜第２回新入会員オリエンテーション開催〜
中央会の意義を知る！

増井幸一 景山周司 土岐哲己 後藤太良
畠山広幸 牧田継夫 木下　勝 中村臣成

（理事）福庭貴志 （理事）佐々木雅彦 （理事）尼子　健（理事）大岡康臣
（県出向監事）渡辺一徳 （理事）北口智明

桶村清子 村岡誠一花園直樹

　

平
成
18
年
５
月
15
日
（
月
）「
ホ
テ
ル
サ
ン

ル
ー
ト
米
子
」に
お
い
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委

員
会
に
よ
る
５
月
例
会
が
開
催
さ
れ
た
。冒
頭
、

臨
時
総
会
が
行
わ
れ
、
桶
村
副
会
長
の
議
長
の

も
と
福
田
次
年
度
会
長
よ
り
次
年
度
役
員
候
補

者（
理
事
９
名（
新
役
職
・
会
計
担
当
理
事
含
む
）

監
事
候
補
３
名
、県
出
向
理
事
推
薦
候
補
５
名
、

県
出
向
監
事
１
名
）を
指
名
推
薦
さ
れ
、
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

委
員
長
タ
イ
ム
で
は
、
み
ら
い
づ
く
り
委
員

会
の
門
脇
委
員
長
が
１
年

前
と
現
在
の
自
分
の
心
境

の
変
化
を“
体
力
づ
く
り
”

に
置
き
換
え
、
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
や
自
転
車
な
ど
今
ま

で
と
は
違
う
事
を
す
る
こ
と
に
よ
り
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
感
じ
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
語
ら

れ
た
。

　

例
会
は
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
１
部
で
は

「
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
に
対
す
る
中
央
会
協

力
体
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
考
察
」を
テ
ー

マ
に
花
園
委
員
長
か
ら

協
力
体
制
の
現
状
把
握
、

協
力
の
経
緯
、
問
題
点
、

今
後
の
協
力
体
制
に
つ

い
て
Ｏ
Ｂ
会
員
や
多
方

面
か
ら
の
意
見
・
感
想
を

ま
と
め
、
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
と
し
て
の
意

見
集
約
が
発
表
さ
れ
た
。「
現
状
を
見
つ
め
直

し
今
後
の
係
り
方
が
よ
り
よ
い
方
向
に
行
く
よ

う
に
」と
締
め
く
く
っ
た
。
続

い
て
中
本
実
行
委
員
長
、
各
部

長
の
抱
負
が
語
ら
れ
、「
有
効

か
つ
内
容
の
あ
る
時
間
を
共
に

し
て
中
央
会
の
元
気
な
と
こ
ろ

を
見
せ
お
互
い
燃
え
ま
し
ょ

う
！
」の
発
声
の
も
と
会
員
の

団
結
を
は
か
っ
た
。

　

２
部
で
は
「
邪
馬
台
国
山
陰
説
＆
山
陰
世
界
遺

産
登
録
運
動
と
そ
の
経
済
効
果
」の
テ
ー
マ
で
鳥

取
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
理
事
の
田
中
文
也
氏

を
講
師
に
招
き
、
現
在
の
鳥
取
県
経
済
の
現
状
と

今
後
の
動
向
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。「
将

来
さ
ら
な
る
県
民
負
担
は
大
き
く
な
る
。
そ
の
た

め
の
経
済
的
な
補
足
、
仕
掛
け
・
仕
組
み
を
ど
う

作
っ
て
い
く
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。」

「
山
陰
圏
は
地
質
学
的
、
歴
史
学
的
ま
た
、
海
・
山
・

川
・
汽
水
湖
の
自
然
形
態
を
す
べ
て
を
備
え
た
地

域
で
あ
る
。
そ
の
地
域
の
特
性
を
活
か
し
邪
馬
台

国
山
陰
説
と
山
陰
世
界
遺
産
登
録
運
動
を
進
め
て

い
る
」と
語
ら
れ
た
。

　

改
め
て
山
陰
地
方
の
歴

史
の
深
さ
、
可
能
性
、
魅

力
、
を
感
じ
取
る
こ
と
が

出
来
、
こ
の
地
域
の
特
性

を
活
か
し
た
町
づ
く
り
や

経
済
発
展
に
ど
う
関
わ
り

考
え
て
い
く
か
を
感
じ
取

れ
る
内
容
で
あ
っ
た
。

（
記
事
・
石
川
）

【
理
事
】

【
理
事
】（
会
計
担
当
）

【
監
事
】

【
県
出
向
役
員
候
補
】

田中康裕

地域の活性化！
〜鉄人vs古代ロマン〜

　平成18年5月21日（日）湯梨
浜町の「東郷野球場」において、
県青中親睦事業としてソフト
ボール大会が行なわれました。
快晴の初夏の中、東・中・西部よ

り多くの会員が参加し、家高県会長の「各地区との交流と懇
親を深めていただきたい」との挨拶で競技が始まりました。
　各地区2 ～ 3チームによるトーナメントで競われた試合は、
キャプテンのみが出せる指示カードの特別ルールにより｢仮装
｣・「逆利き打ち」・「ファールはアウト」などハンデを無くす（？）
楽しめる試合となりました。暑い日差しの中、水分補給をと
りながら笑いや味方からのヤジ？などが飛び交い、スライディ
ングやファインプレー、珍プレーなど飛び出し、みんな真剣
に取り組んでいました。成績は1位西部Ｂチーム・2位東部Ｂ
チーム・3位西部Ａチームとなり西部の強さが目立ちました
が、どの試合も白熱した良い試合でした。
　試合後は場所を「吉華レストラン」へ移し懇親会が開かれ、
表彰式・次年度各地区会長挨拶など
盛りだくさんの内容となり、特別
イベントの中国獅子舞も行なわれ、
会員みんなも楽しめる意義ある親
睦会となりました。
　新入会員の私も参加してとても
楽しめ、ＭＶＰまで頂き、とても身になる良い1日でした。
身体は正直、筋肉痛でしたが・・。　　　　　　　　（記事・古谷）

　平成18年５月25日（木）　
みらいづくり委員会と松浦会
員が快晴の空の下、「米子市立
住吉小学校」において、６年生
４クラス、総勢148名による
毎年恒例のプール掃除に参加
した。しかし、今回のプール掃除は例年と少し違う。何故なら

『１ヶ月前に４年生のエコクラブがＥＭ菌を撒いておいた』プー
ル掃除だからである。今回はその成果を確認する為、みらいづ
くり委員会が３時間目の学年全体授業にお邪魔する事となっ
た。昨年度のエコチャレンジ2004委員会によって中央会に広
まったＥＭ菌は、当時の委員会と住吉小学校の児童達が協力し
て作ったＥＭ菌団子を中海に投げ入れている。本年度にＥＭ菌

を引き継ぐ事となったみらいづくり
委員会は、ＥＭ菌で結ばれた縁を更
に進加させ、学校生活での活用例と
して、１年間の汚れが溜まった４月
のプールへ今年製造した18リットル
缶17本分、約300リットルのＥＭ菌

液を、再度児童達に協力して貰い投入した。水の抜かれたプー
ルの底にはゴミが溜まっていたが、我々が子供の頃に経験した
様な沢山の水性生物とドブ臭いヘドロ状のものではなく、透明
な上澄みと所々塊りになった臭いの少ないものだけとなってい
た。毎年清掃作業を行う先生方からは、例年より「臭いが少な
い」「汚れが落ち易い」との良い感想を頂いている。６月に入れ
ばプール開きとなるらしい。今回の活動が児童達の健やかな育
成に少しでも貢献出来たのではないでしょうか。　

　　　　　　　（記事・長谷川）

さみだれ打線爆発！
西部青年中央会優勝

さみだれ打線爆発！
～県青中親睦事業開催～

ＥＭ菌でプール清掃！
～ＥＭ菌活動報告～

福田一哉杯　ゲートイン！
32期新役員決定！

講師
田中文也  氏



6月役員会報告

6月例会案内

メディアコミュニケーション委員会
平成18年5月11日（木）於：おばちゃまキッチン 出席者／19名
議題／ ハンサム、HP、中央会番組、6月担当例会、会員名簿、委員会報

告・卒会寄稿文集について

みらいづくり委員会
平成18年5月12日（金）於：ホールサムインかいけ 出席者／11名
議題／第２回新入会員オリエンテーションについて

政治行政委員会
平成18年5月9日（火）於：米子ニューアーバンホテル 出席者／11名
演題／「指定管理者制度に参入して」
講師／山陰歴史館　事務局長　澤　英司氏

ビジネス交流委員会
平成18年5月10日（水）於：米子食品会館 出席者／12名

演題／『中国経済事情とビジネスチャンス』
講師／㈱エンドウ商事　専務取締役　藤井昭司氏

司法問題研究委員会
平成18年5月11日（木）於：ホールサムインかいけ 出席者／10名
議題／提案書について

総務委員会
平成18年5月10日（水）於：ぶどうの木 出席者／19名
議題／総会・卒会式、ロバート議事法勉強会について

ビジョン検討委員会
平成18年5月9日（火）於：ホテルサンルート米子 出席者／10名
議題／5月担当例会について

※役員会報告・連絡事項、会員拡大の件は各委員会とも行われています。
※詳細については各委員長までご参照ください。

5月度委員会報告

記
者
が
選
ぶ
！
突
撃
！

気
に
な
る
Ｏ
Ｂ
会
員
を
訪
ね
て
…

景
川
恭
次
Ｏ
Ｂ

〈
近
況
報
告
〉

　

今
年
４
月
に
鳥
取
リ
コ
ー
株
式
会
社
で
、
代
表

取
締
役
社
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

「
今
ま
で
は
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
社
長
で
、
自
分
が

８
代
目
の
社
長
に
な
る
ん
で
す
が
、
地
元
の
人
間

に
も
『
や
れ
ば
で
き
る
ん
だ
』と
い
う
道
を
開
く

こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
今
は
と
り
あ
え
ず
ド
タ

バ
タ
し
て
ま
す
ね
。」

　

５
年
前
か
ら
単
身
赴
任
で
鳥
取
市
に
住
ま
わ

れ
、
週
末
に
は
一
週
間
分
の
洗
濯
物
を
持
っ
て
奥

さ
ん
の
元
に
帰
ら
れ
る
ん
だ
と
か(

笑)

。

〈
今
後
の
中
央
会
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
？
〉

　
「
鳥
取
市
に
住
ん
で
み
て
思
う
ん
で
す
け
ど
米

子
は
す
ご
く
近
く
感
じ
る
。
電
車
で
１
時
間
だ
か

ら
通
勤
圏
内
な
ん
で
す
よ
ね
。
こ
ん
な
に
近
い
ん

だ
か
ら
も
っ
と
も
っ
と
東
、
中
、
西
部
で
一
緒
に

な
れ
た
ら
良
い
と
思
う
。
後
は
西
部
で
の
『
輪
』

を
大
切
に
し
て
、
卒
会
す
る
時
に
『
一
度
も
話
し

た
こ
と
が
な
い
人
が
い
る
』な
ん
て
事
に
な
ら
な

い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。」

〈
景
川
Ｏ
Ｂ
会
員
を
訪
ね
た
理
由
〉

　

地
元
で
初
の
社
長
就
任
！！
と
い
う
大
業
を
遂
げ

ら
れ
た
景
川
Ｏ
Ｂ
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

「
中
央
会
に
は
『
新
し
い
道
』を
切
り
開
い
て
い
け

る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
」と
改
め
て
痛
感
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
景
川
Ｏ
Ｂ
に
は
忙
し
い
中
、

急
な
取
材
の
お
願
い
に
「
中
央
会
と
聞
い
た
だ
け

で
親
近
感
が
湧
き
ま
し
た
」と
本
当
に
快
く
ご
協

力
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！！

（
記
事
・
高
井
）

今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
創
生
」

夢
を
持
っ
て
挑
め
ば
、
必
ず
実
現
す
る

あ
な
た
の

は
な
ん
で
す
か

夢夢

中
村
臣
成
会
員

　

銀
行
業
に

在
籍
中
、
夢

と
い
う
も
の

に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど
考

え
た
事
は
あ

り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

七
年
前
に

父
の
後
継
者

と
し
て
当
社
に
入
社
し
、
現
場
・
経
理
を
経
て
、

代
表
取
締
役
と
し
て
就
任
し
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
間
、
常
に
考
え
て
い
た
事
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、「
山
と
石
を
見
極
め
る
力
」を
持

ち
た
い
と
い
う
事
で
す
。
私
の
父
は
以
前
、
鳥
取

大
学
の
地
質
学
教
授
の
下
で
三
年
間
勉
強
し
、
あ

ら
ゆ
る
山
を
自
分
の
目
と
足
で
考
察
し
、
そ
の

〈コメント〉
　この度、５月より入会させて頂きました岩田剛と申します。会社
では家庭用の給湯器から業務用のガス空調機器などLPガス関連の
営業をしています。皆生トライアスロンは会社のボランティア行事
として過去にも参加した経験があります。今年からは本当の裏方と
して頑張りたいと思っています。これからの９年間、感謝の気持ち
を忘れず中央会の発展に協力していきたいと思っています。
　どうぞ宜しくお願い致します。

（
総
務
）

Ｈ18.05（H18年度）入会
（推薦者）松本（哲）
	 中津尾（直）

岩
いわ

　田
た

　　　剛
つよし

 Ａ型 
山陰酸素工業㈱	中央販売カンパニーLPガスグループ課長
一般高圧ガス・LPガス・関連機器販売
〒683-0845　米子市旗ヶ崎2202
ＴＥＬ	22-9221　ＦＡＸ	22-5797
（KT）090-8064-9722
（EM）tsu-iwata@sanin-sanso.co.jp
〈自宅〉〒692-0023
　　　安来市黒井田町370
	　　　☎	（0854）22-3093　Ｓ45.01.21

　6月定例役員会が平成18年6月1日（木）、米子食品会館にて開催さ
れました。当日の主な議題は以下の通りです。
　・6月例会の件
　・7月総会・卒会式・懇親会の件
※なお、詳細については委員長までご参照ください。

能
力
（
知
識
）に
お
い
て
は
、
県
内
西
部
で
も
数

少
な
い
有
能
な
人
間
で
す
。
私
は
、
当
社
の
山
に

つ
い
て
は
あ
る
程
度
把
握
し
て
い
る
つ
も
り
で
す

が
、
幾
多
の
山
の
地
形
・
断
層
か
ら
ど
の
様
に
石

を
採
取
し
た
ら
良
い
の
か
と
い
っ
た
判
断
を
す
る

事
は
難
し
く
、
ま
だ
ま
だ
素
人
の
域
を
出
る
事
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

今
現
在
、
誰
も
が
新
規
で
参
入
す
る
事
が
不
可

能
な
砕
石
業
で
、
限
り
あ
る
資
源
を
取
り
扱
う
産

業
だ
か
ら
こ
そ
、
父
の
よ
う
に
、
自
分
自
身
の
目

と
足
で
山
や
石
を
観
察
で
き
る
よ
う
に
な
る
事
を

目
標
と
し
、
注
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

（
中
村
会
員
を
選
ん
だ
理
由
）

 
中
村
会
員
と
い
え
ば
ご
存
知
の
と
お
り
当
会
の

大
先
輩
で
あ
る
中
村
昌
哲
Ｏ
Ｂ
会
長
の
ご
子
息
で

あ
り
、
そ
の
夢
に
つ
い
て
皆
さ
ん
少
な
か
ら
ず
興

味
が
あ
る
の
で
は
？
と
思
っ
て
選
ば
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
夢
と
い
う
よ
り
も
、
中
村
会
員
の
父
の
姿

を
尊
敬
し
目
標
と
さ
れ
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て

き
て
、理
想
の
親
子
像
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
記
事
・
濵
田
）

　

平
成
18
年
５
月
21
日（
日
）湯
梨
浜
町「
東
郷
野

球
場
」に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
、
県
青
中
親
睦

事
業
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
）で
は
、
西
部
よ
り

多
数
の
ご
参
加
を
頂
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
親
睦
、
親
睦
・
・
・
と
思
い
な
が

ら
も
、
打
席
に
立
つ
と
ボ
ー
ル
を
思
い
切
り
た
た

い
て
し
ま
う
の
は
、
負
け
ず
嫌
い
の
「
西
部
魂
」

の
性
で
し
ょ
う
か
？
と
も
あ
れ
、
家
高
県
会
長
を

始
め
、
小
椋
担
当
県
副
会
長
も
晴
天
・
大
成
功
に

終
わ
っ
た
事
を
と
て
も
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
番
ご
機
嫌
だ
っ
た
の
は
、
選
手
兼
監

督
と
し
て
チ
ー
ム
を
優
勝
に
導
い
た
釜
田
次
年
度

県
会
長
候
補
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
も
バ
ス
の
道
中
で

も
、
新
入
会
員
の
方
々
の
キ
ャ
ラ
が
存
分
に
発
揮

さ
れ
共
に
楽
し
め
ま
し
た
。
や
は
り
、
参
加
し
な

い
と
自
分
を
知
っ
て
も
ら
う
事
も
、
相
手
を
知
る

事
も
出
来
な
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。
人
は
人
と
接

す
る
事
で
そ
の
人
間
性
が
磨
か
れ
る
も
の
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
が
「
英
知
・
友
愛
・
団
結
」な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

７
月
に
は
県
総
会
が
控
え
て
お
り
ま
す
。
我
々

の
代
表
と
し
て
、
西
部
よ
り
県
会
長
が
誕
生
す
る

か
ど
う
か
の
大
切
な
総
会
で
す
。
多
数
の
ご
参
加

を
頂
き
、
声
高
ら
か
に
「
異
議
な
し
！
」と
、
一

言
頂
戴
し
た
く
思
い
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
記
事
・
牧
田
県
出
向
）

県
青
中
の
動
き

〈
新
店
オ
ー
プ
ン
〉

松
田
幸
紀
会
員

　

５
月
25
日
、「
炉
端
か
ば
」東
京
新
宿
に
進
出
！

　

住　

所
：
東
京
都
新
宿
区
新
宿
３—

31—

３

　
　
　
　
　
（
中
央
通
り
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
２
Ｆ
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
03—

３
２
２
６—

０
１
１
８

〈
会
社
設
立
〉

山
本
克
美
会
員

　

企
業
名
：
サ
ウ
ン
ド
ク
リ
エ
イ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ウ
ェ
イ
ブ
ト
ゥ
ポ
ー
ト

　

住　

所
：
米
子
市
二
本
木

1130—

１

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
37—

１
６
７
８

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
37—

１
６
８
０

　
業
務
内
容
：
カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
、カ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、 

　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
販
売
・
取
付
、
車
両
販
売

〈
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
〉

内
田
康
彦
会
員

　

マ
ル
イ
が
運
営
し
て
い
た
マ
ル
イ
パ
ー
ク
両
三

柳
を
引
き
継
ぎ
、
５
月
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
！

　

住　

所
：
米
子
市
両
三
柳
58—

２

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
34—

２
５
２
５

　

取
扱
品
：
ａ
ｕ
、
ｖ
ｏ
ｄ
ａ
ｆ
ｏ
ｎ
ｅ

　
　
　
　
　

Ｄ
ｏ
Ｃ
ｏ
Ｍ
ｏ

お
知
ら
せ

　

先
日
、
県
青
中
親
睦
事
業
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

行
き
の
バ
ス
の
中
か
ら

お
酒
を
入
れ
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
満
タ
ン
に
す
る
会

員
も
い
る
中
、
湯
梨
浜
町

「
東
郷
野
球
場
」
に
到
着

し
、
初
夏
と
は
思
え
な
い
強
い
日
差
し
の
中
試
合

が
始
ま
り
ま
し
た
。
特
別
ル
ー
ル
と
し
て
、『
仮

装
し
て
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
』
の
カ
ー
ド
の
使
命
で
、

バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
目
と
鼻
と
口
だ
け
が
開
い

て
い
る
ブ
ル
ー
の
覆
面
姿
に
て
登
場
の
Ｄ
会
員
。

な
ぜ
か
芝
生
の
グ
ラ
ン
ド
に
マ
ッ
チ
す
る
覆
面
姿

の
Ｄ
会
員
。
元
気
一
杯
の
西
部
の
応
援
…
と
い
う

よ
り
ど
こ
か
の
プ
ロ
レ
ス
団
体
か
、
又
は
ど
こ
の

Ａ
○
男
優
か
や
じ
の
よ
う
な
声
援
が
飛
び
交
う

中
、
見
事
ラ
イ
ト
前
に
ヒ
ッ
ト
！！
塁
に
出
て
も
覆

面
姿
の
ま
ま
堂
々
と
ベ
ー
ス
に
立
ち
、塁
を
走
る
。

　

守
備
で
は
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
マ
ス
ク
の
変
わ
り
に

覆
面
と
、
笑
い
の
神
が
降
り
て
い
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
帰
り
の
バ
ス
で
も
覆
面
を
着
用
し
て

挨
拶
と
大
変
お
気
に
入
り
の
様
子
で
し
た
。

　

自
分
は
始
め
て
親
睦
事
業
に
参
加
し
た
の
で
す

が
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
初
め
て
に
近
い
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
で
バ
ッ
ト
の
握
り
が
逆
の
ま
ま
バ
ッ
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
に
立
ち
、
西
部
の
会
員
よ
り
ご
指
摘
を

受
け
る
な
ど
色
々
と
楽
し
い
事
が
一
杯
の
一
日
で

あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
記
事
・
三
瓶
）

３
面
記
事 

お
も
し
ろ
ネ
タ
！

３
面
記
事 

お
も
し
ろ
ネ
タ
！

　と　き：平成18年6月15日（木）18：30～食事  19：00～開会
　ところ：米子コンベンションセンター〝BIG SHIP〟〈小ホール〉　
　内　容：31期委員会報告、32期年度方針発表、32期理事抱負
　担　当：メディアコミュニケーション委員会

　５月24日（水）ホールサムイン皆生において、ＡＳ部主催による「トライアスロン
研修会」が開催された。開会に先立ち、西部青年中央会の皆生トライアスロン実行
委員長中本直前会長は「今日の研修会を今後の活動、方向性に役立てたい」と挨拶さ
れた。続いてＡＳ部長の桶村副会長が「1日終わってよかったと思える充実感を持
てる活動にしたい。」とトライアスロンにかける豊富を語った。

　研修会には当会ＯＢ（29期卒会）の野嶋功
ＯＢが講師に招かれ、ボランティアとして
参加する心得や貴重な体験談を聞くことが
できた。
　野嶋ＯＢは「中央会は皆生トライアスロン
の開催にとってなくてはならない存在。出
場選手は皆、この大会のために1年間、ト
レーニングを積み、大金をはたいて参加す

る。選手の体調管理や、いざというときに的確な指示ができる質の高いボランティ
アを目指してほしい。」と熱く語られた。
　そして最後に「当会が継続事業として参加して
いる意味を考えてほしい。大会の成功が最終目
的ではない。大会を通して地域貢献・振興につな
げていくことが重要。」と語られた。
　当会唯一の継続事業「皆生トライアスロン」に
ついて、特に新入会員は何のために参加してる
のか、その意味合いを理解している会員は少な
いのではないだろうか？そういう意味でこのよ
うな研修会はオリエンテーションに盛り込むなど、毎年開催してもいいのではない
だろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記事・本池）

大会を通して地域貢献・振興につなげていくかが重要！大会を通して地域貢献・振興につなげていくかが重要！
〜ＡＳ部　研修会開催〜

〈皆生トライアスロン活動状況報告〉

荒
川
秀
光
会
員

　
〈
妻
〉　

千
秋（
29
才
）

　

５
月
２
日
（
火
）出
雲
大
社
近
く
の
竹
野

屋
旅
館
に
て
挙
式
。

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す


